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1．はじめに 

 街中にみられる史跡名勝は，人の手によって

長らく残ったもの，必然的に残ってきたものな

ど様々です。史跡名勝に指定されていなくとも

街中に緑地として残っている公園とは違う場

もみられます（例えば，京都では宮内庁管理に

よる陵墓，火葬塚など・写真―1）。ここでは史

跡名勝に着目し，こういった緑地の空間が生き

物にとっての保護地域以外で生物多様性保全

に資する地域（OECM）として成り得るかにつ

いて鳥の視点で考えてみたいと思います。 

 

2．史跡名勝について 

 史跡名勝の位置づけをみてみますと，昭和 25 年（1950 年）に法整備された「文化財保護法」の

第 2 条第 1 講の 4 に位置付けられます。担保されるべき，又は守るべきものになりますし，文化

財としての保存に加えて活用を主にした法律でもあります。そういった点を考える中で，現在で

は「文化財保存活用地域計画」など文化庁より推進もされている中で，史跡名勝の維持，担保性，

また活用性を強く感じるところです。つまり，史跡名勝を行政や所有者により，具体的にどう保

存し，どのように活用するのか，将来にわたってどう維持していくのか，その目的や目標，そし

て史跡名勝が現状維持を原則としながらも，未来にどう繋いでいくのかが大きな点として，進め

られてきている時代 1) になっています。 

 

3．鳥の視点から見てみると 

 史跡名勝の保存だけではなく，活用も言われている中で，史跡名勝自体，「緑」のような空間が

多いのも特徴です。例えば，古墳や城跡，社寺，庭園など様々あります。勿論，名勝の中には山々

や滝などといった自然に関わるものもありますが，ここでは街中に着目して考えてみます。街中

の緑の中でも，例えば京都を例にとると，下鴨神社（賀茂御祖神社）の糺の森 5) （写真―2）や元

離宮二条城，相国寺や大徳寺，妙心寺，東福寺などの庭園群などといった史跡名勝が数多く見ら

れ，そこには緑のまとまりが点在して存在しています。さらに，京都御所や賀茂川（鴨川）とい

った空間 3), 4) も併せて，洛中洛外全体が大きな緑の担保地になりえています。これは京都三山に

 

写真－1 白河天皇 皇女尊称皇后 媞子内親王火葬塚 
（京都市北区紫野西野町 令和 5 年 9 月 18 日撮影） 
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も囲まれている空間が成しえている緑の

担保空間でもあるのですが，こういった

空間は少なくとも生き物にとっての生息

できる可能性が高い生物多様性の空間と

言えます。そのため，鳥にとっての生息

しやすい場，活動しやすい場 2) とも成り

得ており，鳥類の多様性も高まる相乗効

果を生み出しているといえましょう。 

 鳥類の視点からすると，移動しやすい，

休息しやすい，餌がある，繁殖もできる

空間の担保地として，街全体が作り上げている可能性があります。そもそも庭園のような点とな

る史跡名勝のみが単体で小さくあっても中々，生き物にとっては難しい場と言えますが，小さな

点であっても数が多くなるとどうでしょうか。またそれを繋ぐものが有ればどうでしょうか。 

 生き物にとって，鳥にとっても移動しやすい，滞留しやすいといったことを考えてみると，こ

ういった空間の重要性が見て取れます。 

 

4．おわりに 

 大規模緑地に生き物が生息できることは既往研究でも報告がされていますが，史跡名勝のよう

な場でみてみると，今まで長く維持されてきたものや担保がされてきたものなど，街中に緑の島

を作り上げている可能性があると言えますし，またそれを繋ぐ何かしらの都市河川や緑道などが

あれば，生き物の移動しやすいネットワークも可能性 6) として考えられます。そういた点で鳥の

俯瞰的な視点で見てみれば私たちが思う以上に，街中にある史跡名勝の空間は，重要な潜在的な

可能性，将来性を秘めたもの（実は鳥にとっては，そういった点は関係なく，既に使って活用を

していますが），私たちが改めて見つめて考える必要のある場所であるといえましょう。 
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写真－2 糺の森 
（京都市左京区下鴨泉川町 令和 5 年 9 月 11 日撮影） 


